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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

単一次元鎖磁石（Single-Chain Magnets）は、有限温度で一本の磁性鎖が磁石の性質を示す超常磁性物質であり、その遅い磁化緩和は一次元鎖内の一軸磁気異方性スピンの相関に依存する。即ち、一次元鎖スピンの磁気異方性とその一次元相関で説明される現象であり、鎖間相互作用の存在は相反するバルク挙動を導くため、単一次元鎖磁石を設計する上では排除されるべき要素である。しかし、鎖間反強磁性相互作用により相転移した反強磁性相（バルク磁石相）においても磁化の遅い磁化緩和が観測される化合物を見出した。この化合物では、反強磁性相から常磁性相へスピンフリップする臨界磁場付近で急激に緩和時間が長くなるという、全く新しい現象を見出した。また、反強磁性体に磁場を印可することにより磁化緩和が復活する現象も観測することに成功した。このような系は、単一次元鎖磁石と同様な磁化緩和現象を示すにもかかわらず、もはや単一次元鎖磁石というカテゴリーに当てはめることはできない（即ち、バルク相の新しい現象として解釈されるべきである）。このような磁化緩和現象をどのように説明したらよいだろうか。鎖間に弱い反強磁性的相互作用がある場合、それぞれの磁性鎖の双安定ポテンシャルは鎖間相互作用（分子場）によりその分のエネルギーが加わるため非均一になる。この分子場のエネルギーは、ゼーマンエネルギーとして取り扱うことができ、このエネルギーを加味した磁化緩和障壁を考えるべきである。
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	欧文概要　ＥＺ

Single-Chain Magnets (SCMs) are a kind of superparamagnets, which behave as a ‘magnet’ at finite temperatures despite their magnetically-isolated chain nature. The slow relaxation of the magnetization is closely associated with uni-axial anisotropy of spin unit and its one-dimensional correlation. Thus, the existence of inter-chain interactions is a fundamental factor discriminating the superparamagnetism like SCMs from the classical bulk magnetism undergoing three-dimensional order. Nevertheless, even in a case where weak inter-chain antiferromagnetic interactions trigger long-range order in a set with a strong intra-chain correlation, we are able to know the dynamical nature of anisotropic spins.
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